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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　衣類を収容する処理槽と、
　前記処理槽内の前記衣類を乾燥させるための乾燥空気を循環させる循環システムと、を
備え、
　前記循環システムは、前記乾燥空気を除湿する除湿要素と、を含み、
　前記除湿要素は、
　前記乾燥空気が流動する流路を規定する内面を含む案内管と、
　前記乾燥空気を除湿するための除湿水を前記流路内に供給するための第１給水口と、
　前記第１給水口の下方に配設され、前記除湿水を前記乾燥空気の流動方向に対して交差
する方向に拡散させるように前記案内管の前記内面から突出した拡散リブと、を含み、
　前記拡散リブは、前記除湿水を受け止める基端部と、前記基端部よりも下方の先端部と
、を含み、
　前記基端部と前記先端部との間において、前記拡散リブには、前記除湿水の流下を許容
する溝部が形成され、
　前記基端部は、前記先端部よりも前記内面から大きく突出し、
　前記拡散リブは、上方に向かうにつれて前記拡散リブの突出量が大きくなるように傾斜
した傾斜面を含むことを特徴とする衣類処理装置。
【請求項２】
　前記案内管は、前記処理槽に供給された前記乾燥空気が流入する流入口と、前記流入口
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から流入した前記乾燥空気を前記処理槽に向けて排気するための排気口と、を含み、
　前記排気口は、前記流入口よりも上方に形成されることを特徴とする請求項１に記載の
衣類処理装置。
【請求項３】
　前記案内管の前記内面から突出する第１突出要素を更に含み、
　前記先端部は、前記第１突出要素の上方に設けられることを特徴とする請求項２に記載
の衣類処理装置。
【請求項４】
　前記案内管の前記内面から突出する第１突出要素を更に含み、
　前記溝部は、前記第１突出要素の上方に設けられることを特徴とする請求項２に記載の
衣類処理装置。
【請求項５】
　前記処理槽内の前記衣類を洗濯するための洗濯水を供給するための給水システムを更に
備え、
　前記第１突出要素は、前記処理槽から前記流入口を介して前記流路に流入した前記洗濯
水の物性を検出する導電センサの第１電極であることを特徴とする請求項３又は４に記載
の衣類処理装置。
【請求項６】
　前記流入口から前記排気口に向けて湾曲した前記流路を形成する前記案内管は、前記流
入口が形成された第１管要素と、該第１管要素に重ねられ、前記流路を形成する第２管要
素と、を含み、
　前記拡散リブは、前記第１管要素に形成された求心リブと、前記乾燥空気の流れにおい
て前記第１管要素よりも遠心位置に存する前記第２管要素に形成された遠心リブと、を含
み、
　該遠心リブの水平方向の傾斜角は、前記求心リブの水平方向の傾斜角よりも小さいこと
を特徴とする請求項２乃至５のいずれか１項に記載の衣類処理装置。
【請求項７】
　前記案内管は、前記第１給水口が形成された第１側壁と、該第１側壁に対向する第２側
壁と、前記第１側壁と前記第２側壁との間の主壁と、を含み、
　前記拡散リブは、前記第１側壁から前記主壁に沿って延びる第１リブと、前記第２側壁
から前記主壁に沿って延びる第２リブと、を含み、
　該第２リブは、前記第１リブの前記先端部から流下した前記除湿水を受け止めることを
特徴とする請求項５に記載の衣類処理装置。
【請求項８】
　前記第１リブの前記基端部は、前記第１側壁に沿って延びる側リブを含むことを特徴と
する請求項７に記載の衣類処理装置。
【請求項９】
　前記除湿要素は、前記第１給水口から流入した前記除湿水を一時的に貯留するように前
記第１給水口を取り囲む貯留壁を含むことを特徴とする請求項８に記載の衣類処理装置。
【請求項１０】
　前記除湿要素は、前記第１給水口より上方に形成された第２給水口と、該第２給水口か
ら流入した前記除湿水を一時的に貯留するように前記流路を部分的に仕切る仕切板と、を
含み、
　前記導電センサは、前記第１リブと前記仕切板との間で前記主壁から突出する第２電極
を含み、
　前記仕切板には、前記第２給水口から流入した前記除湿水の流下を許容する開口部が形
成され、
　該開口部は、前記第２電極の上方に形成されることを特徴とする請求項９に記載の衣類
処理装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、衣類に対して、洗濯や乾燥といった処理を行う衣類処理装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　洗濯や乾燥といった処理を行う衣類処理装置は、典型的には、筐体と、衣類を乾燥させ
るための乾燥空気を筐体内で循環させる循環システムと、を備える。循環システムは、多
くの場合、乾燥空気と熱交換を行うための熱交換器を備える。
【０００３】
　特許文献１乃至４は、乾燥空気の流動を許容する管型の熱交換器を開示する。熱交換器
内に供給される除湿水は、流動する乾燥空気を冷却並びに除湿する。
【０００４】
　特許文献１及び２に示される熱交換器は、乾燥空気の流動方向に対して交差するように
除湿水を案内する案内リブを備える。案内リブは、熱交換器の内面の略全体に亘る熱交換
を促すので、熱交換効率を向上させる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－５４９４８号公報
【特許文献２】特開２００２－３４６２７２号公報
【特許文献３】特開２００４－１５４４５０号公報
【特許文献４】特開２００９－５６１１２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　案内リブは、除湿水を案内するため、熱交換器の内面から突出する。案内リブの突出は
、乾燥空気の円滑な流動を妨げるので、乾燥空気の循環効率は悪化する。
【０００７】
　本発明は、乾燥空気を適切に除湿するとともに高いレベルの乾燥空気の循環効率を達成
することができる衣類処理装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の一局面に係る衣類処理装置は、衣類を収容する処理槽と、前記処理槽内の衣類
を乾燥させるための乾燥空気を循環させる循環システムと、を備え、該循環システムは、
前記乾燥空気を除湿する除湿要素と、を含み、該除湿要素は、前記乾燥空気が流動する流
路を規定する内面を含む案内管と、前記乾燥空気を除湿するための除湿水を前記流路内に
供給するための第１給水口と、該第１給水口の下方に配設され、前記除湿水を前記乾燥空
気の流動方向に対して交差する方向に拡散させるように前記案内管の前記内面から突出し
た拡散リブと、を含み、該拡散リブは、前記除湿水を受け止める基端部と、該基端部より
も下方の先端部と、を含み、前記基端部と前記先端部との間において、前記拡散リブには
、前記除湿水の流下を許容する溝部が形成され、前記基端部は、前記先端部よりも前記内
面から大きく突出することを特徴とする。
【０００９】
　上記構成によれば、処理槽内の衣類を乾燥させるための乾燥空気を循環させる循環シス
テムは、乾燥空気を除湿する除湿要素を含む。除湿要素は、乾燥空気が流動する流路を規
定する内面を含む案内管と、乾燥空気を除湿するための除湿水を前記流路内に供給するた
めの第１給水口と、第１給水口の下方に配設され、除湿水を乾燥空気の流動方向に対して
交差する方向に拡散させるように案内管の内面から突出した拡散リブと、を含む。したが
って、熱交換器は、乾燥空気を適切に除湿することができる。
【００１０】
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　拡散リブは、除湿水を受け止める基端部と、基端部よりも下方の先端部と、を含む。し
たがって、除湿水は、先端部に向けて流れるので、除湿水は、乾燥空気の流動方向に対し
て交差する方向に適切に拡散される。したがって、熱交換器は、乾燥空気を適切に除湿す
ることができる。
【００１１】
　基端部と先端部との間において、拡散リブには、除湿水の流下を許容する溝部が形成さ
れる。基端部は、先端部よりも内面から大きく突出するので、基端部において、比較的多
い除湿水が案内される。その一方で、先端部に向かって流れる除湿水の一部は、溝部を通
じて流下するので、先端部に近づくにつれて、拡散リブによって乾燥空気の流動方向に対
して交差する方向に拡散される除湿水の量は低減される。したがって、低い突出量の先端
部においても、除湿水は適切に乾燥空気の流動方向に対して交差する方向に拡散される。
基端部と比して先端部の突出量は小さいので、乾燥空気の流動は不必要に妨げられない。
したがって、高いレベルの乾燥空気の循環が達成される。
【００１２】
　上記構成において、前記案内管は、前記処理槽に供給された前記乾燥空気が流入する流
入口と、該流入口から流入した前記乾燥空気を前記処理槽に向けて排気するための排気口
と、を含み、該排気口は、前記流入口よりも上方に形成され、前記拡散リブは、上方に向
かうにつれて前記拡散リブの突出量が大きくなるように傾斜した傾斜面を含むことが好ま
しい。
【００１３】
　上記構成によれば、案内管は、処理槽に供給された乾燥空気が流入する流入口と、流入
口から流入した乾燥空気を処理槽に向けて排気するための排気口と、を含む。排気口は、
流入口よりも上方に形成される。拡散リブは、上方に向かうにつれて拡散リブの突出量が
大きくなるように傾斜した傾斜面を含むので、乾燥空気は、傾斜面に沿って円滑に流動す
る。したがって、高いレベルの乾燥空気の循環が達成される。
【００１４】
　上記構成において、前記案内管の前記内面から突出する第１突出要素を更に含み、前記
先端部は、前記第１突出要素の上方に設けられることが好ましい。
【００１５】
　上記構成によれば、拡散リブの先端部は、案内管の内面から突出する第１突出要素の上
方に設けられるので、第１突出要素に引っ掛かったリントは、先端部から流下した除湿水
によって適切に取り除かれる。
【００１６】
　上記構成において、前記案内管の前記内面から突出する第１突出要素を更に含み、前記
溝部は、前記第１突出要素の上方に設けられることが好ましい。
【００１７】
　上記構成によれば、拡散リブの溝部は、案内管の内面から突出する第１突出要素の上方
に設けられるので、第１突出要素に引っ掛かったリントは、先端部から流下した除湿水に
よって適切に取り除かれる。
【００１８】
　上記構成において、衣類処理装置は、前記処理槽内の前記衣類を洗濯するための洗濯水
を供給するための給水システムを更に備え、前記第１突出要素は、前記処理槽から前記流
入口を介して前記流路に流入した前記洗濯水の物性を検出する導電センサの第１電極であ
ることが好ましい。
【００１９】
　上記構成によれば、除湿水は、導電センサの第１電極に引っ掛かったリントを除去する
ので、洗濯水の物性の検出は、リントの影響を受けにくくなる。
【００２０】
　上記構成において、前記流入口から前記排気口に向けて湾曲した前記流路を形成する前
記案内管は、前記流入口が形成された第１管要素と、該第１管要素に重ねられ、前記流路
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を形成する第２管要素と、を含み、前記拡散リブは、前記第１管要素に形成された求心リ
ブと、前記乾燥空気の流れにおいて前記第１管要素よりも遠心位置に存する前記第２管要
素に形成された遠心リブと、を含み、該遠心リブの水平方向の傾斜角は、前記求心リブの
水平方向の傾斜角よりも小さいことが好ましい。
【００２１】
　上記構成によれば、案内管は、流入口から排気口に向けて湾曲した流路を形成する。案
内管の第１管要素には、流入口が形成される。第２管要素は、第１管要素に重ねられ、流
路を形成する。拡散リブは、第１管要素に形成された求心リブと、乾燥空気の流れにおい
て第１管要素よりも遠心位置に存する第２管要素に形成された遠心リブと、を含む。遠心
リブの水平方向の傾斜角は、求心リブの水平方向の傾斜角よりも小さいので、比較的高い
流速の乾燥空気に対して、比較的緩やかな流れの除湿水が接触する。この結果、乾燥空気
と除湿水との間の相対速度が比較的小さくなり、除湿水の吹き上げが低減される。
【００２２】
　上記構成において、前記案内管は、前記第１給水口が形成された第１側壁と、該第１側
壁に対向する第２側壁と、前記第１側壁と前記第２側壁との間の主壁と、を含み、前記拡
散リブは、前記第１側壁から前記主壁に沿って延びる第１リブと、前記第２側壁から前記
主壁に沿って延びる第２リブと、を含み、該第２リブは、前記第１リブの前記先端部から
流下した前記除湿水を受け止めることが好ましい。
【００２３】
　上記構成によれば、案内管は、第１給水口が形成された第１側壁と、第１側壁に対向す
る第２側壁と、第１側壁と第２側壁との間の主壁と、を含む。拡散リブは、第１側壁から
主壁に沿って延びる第１リブと、第２側壁から主壁に沿って延びる第２リブと、を含む。
第２リブは、第１リブの先端部から流下した除湿水を受け止めるので、除湿水は、第１リ
ブ及び第２リブによって、乾燥空気の流動方向に対して交差する方向に順次拡散される。
かくして、乾燥空気は、適切に除湿される。
【００２４】
　上記構成において、前記第１リブの前記基端部は、前記第１側壁に沿って延びる側リブ
を含むことが好ましい。
【００２５】
　上記構成によれば、第１リブの基端部は、第１側壁に沿って延びる側リブを含むので、
除湿水は、第１側壁に沿う方向にも拡散される。したがって、乾燥空気は、適切に除湿さ
れる。
【００２６】
　上記構成において、前記除湿要素は、前記第１給水口から流入した前記除湿水を一時的
に貯留するように前記第１給水口を取り囲む貯留壁を含むことが好ましい。
【００２７】
　上記構成によれば、第１給水口を取り囲む貯留壁は、第１給水口から流入した除湿水を
一時的に貯留するので、除湿水は、第１リブの基端部に適切に案内される。したがって、
乾燥空気は、適切に除湿される。
【００２８】
　上記構成において、前記除湿要素は、前記第１給水口より上方に形成された第２給水口
と、該第２給水口から流入した前記除湿水を一時的に貯留するように前記流路を部分的に
仕切る仕切板と、を含み、前記導電センサは、前記第１リブと前記仕切板との間で前記主
壁から突出する第２電極を含み、前記仕切板には、前記第２給水口から流入した前記除湿
水の流下を許容する開口部が形成され、該開口部は、前記第２電極の上方に形成されるこ
とが好ましい。
【００２９】
　上記構成によれば、除湿要素は、第１給水口より上方に形成された第２給水口と、第２
給水口から流入した除湿水を一時的に貯留するように流路を部分的に仕切る仕切板と、を
含む。導電センサは、第１リブと仕切板との間で主壁から突出する第２電極を含む。仕切
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板には、第２給水口から流入した除湿水の流下を許容する開口部が形成される。開口部は
、第２電極の上方に形成されるので、第２電極に引っ掛かったリントは適切に除去される
。したがって、洗濯水の物性の検出は、リントの影響を受けにくくなる。
【発明の効果】
【００３０】
　本発明に係る衣類処理装置は、乾燥空気を適切に除湿するとともに高いレベルの乾燥空
気の循環効率を達成することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】一実施形態に従う乾燥機の概略的な斜視図である。
【図２】図１に示される乾燥機の正面図である。
【図３】図１に示される乾燥機の平面図である。
【図４】図１に示される乾燥機の内部構造を示す斜視図である。
【図５】図１に示される乾燥機の内部構造を示す概略的な断面図である。
【図６】図１に示される乾燥機の内部構造を示す平面図である。
【図７】図１に示される乾燥機が備える熱交換器の側面図である。
【図８】図１に示される乾燥機が備えるフィルタ装置、ダクトユニット、送風機、ヒータ
及び管路の概略的な配置図である。
【図９】図１に示される乾燥機が備える熱交換器及びフィルタ装置の背面図である。
【図１０】図１に示される乾燥機が備えるフィルタ装置の断面図である。
【図１１】図１０に示されるフィルタ装置が備える下側ユニットの断面図である。
【図１２】図１に示される乾燥機の平面図である。
【図１３】図１０に示されるフィルタ装置が備える上側ユニットの斜視図である。
【図１４】図１３に示される上側ユニットの断面図である。
【図１５】図１３に示される上側ユニットの正面図である。
【図１６】図１３に示される上側ユニットが備える第１筐体の右側面図である。
【図１７】図１３に示される上側ユニットの概略的な断面図である。
【図１８】図１３に示される上側ユニットの概略的な正面図である。
【図１９】図１３に示される上側ユニットが備える第１筐体及び回転突起を示す図である
。
【図２０】図１３に示される上側ユニットが備える第２筐体及び支持筒を示す図である。
【図２１】図１３に示される上側ユニットが備える第１筐体及び第２筐体を示す図である
。
【図２２】図２１に示される第２筐体の第１支持筒と、第１筐体の第１回転突起と、を示
す図である。
【図２３】図２１に示される第２筐体の概略的な断面図である。
【図２４】図１３に示される上側ユニットの斜視図である。
【図２５】図２４に示される上側ユニットを示す図である。
【図２６】図７に示される熱交換器の概略図である。
【図２７】図２６に示される熱交換器の第２外殻体の概略的な斜視図である。
【図２８Ａ】図２７に示される第２外殻体の第１リブの拡大図である。
【図２８Ｂ】図２７に示される第２外殻体の概略的な断面図である。
【図２９】図２７に示される第２外殻体の概略的な平面図である。
【図３０】図２６に示される熱交換器の概略的な縦断面図である。
【図３１】図３０に示される熱交換器の上部の概略的な拡大縦断面図である。
【図３２】図３０に示される熱交換器の上部の概略的な横断面図である。
【図３３】図２７に示される第２外殻体の下部の概略的な拡大図である。
【図３４】水槽と熱交換器との間の接続構造の概略的な拡大断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
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　以下、図面を参照しつつ、衣類処理装置の一実施形態が説明される。尚、以下の説明で
用いられる「上」、「下」、「左」や「右」などの方向を表す用語は、単に、説明の明瞭
化を目的とするものであり、衣類処理装置の原理を何ら限定するものではない。
【００３３】
　（衣類処理装置の全体構成）
　図１は、乾燥機能に加えて、洗濯機能を有する乾燥機の概略的な斜視図である。図２は
、図１に示される乾燥機の正面図である。図３は、図１に示される乾燥機の平面図である
。
【００３４】
　本実施形態において、図１乃至図３に示される乾燥機１００は、衣類に対して乾燥処理
や洗濯処理といった様々な処理を行う衣類処理装置として例示される。
【００３５】
　乾燥機１００は、略矩形箱状の主筐体１１０を備える。主筐体１１０は、正面壁１１１
、正面壁１１１とは反対側の背面壁１１２、正面壁１１１と背面壁１１２との間で直立し
た左側壁１１３及び右側壁１１４を含む。主筐体１１０は、正面壁１１１、背面壁１１２
、左側壁１１３及び右側壁１１４の上縁に囲まれた天壁１１５と、正面壁１１１、背面壁
１１２、左側壁１１３及び右側壁１１４の下縁に囲まれた底壁１１６と、を更に含む。
【００３６】
　乾燥機１００は、正面壁１１１の上部に取り付けられた操作パネル１２０を更に備える
。使用者は、操作パネル１２０を通じて、乾燥機１００の動作に関連する情報（例えば、
洗濯、すすぎ、脱水、乾燥のための期間に関する情報や使用される洗剤に関する情報）を
入力することができる。
【００３７】
　乾燥機１００は、正面壁１１１に回動可能に取り付けられた扉体１３０を更に備える。
使用者は、扉体１３０を開き、衣類を主筐体１１０内に投入する、或いは、主筐体１１０
内の衣類を取り出すことができる。
【００３８】
　図４は、主筐体１１０内に配設される様々な要素を示す乾燥機１００の斜視図である。
図４に示される乾燥機１００からは、正面壁１１１、背面壁１１２、左側壁１１３、右側
壁１１４及び天壁１１５が除去されている。図５は、主筐体１１０内に配設される様々な
要素を示す乾燥機１００の概略的な断面図である。図１、図４及び図５を用いて、乾燥機
１００が更に説明される。
【００３９】
　図４に示される如く、乾燥機１００は、衣類が収容される処理槽２００を備える。処理
槽２００には、正面壁１１１に向けて開口する投入口２０１が形成される。図１に関連し
て説明された如く、使用者は、扉体１３０を開け、衣類を、投入口２０１を介して、処理
槽２００内に投入することができる。或いは、使用者は、扉体１３０を開け、衣類を、投
入口２０１を介して、処理槽２００から取り出すことができる。
【００４０】
　図５に示される如く、処理槽２００は、衣類を洗濯するために用いられる洗濯水を貯留
する水槽２１０と、水槽２１０内に配設される回転ドラム２２０と、を含む。回転ドラム
２２０は、略円筒状の周壁２２１と、投入口２０１に対向する底壁２２２と、を含む。水
槽２１０は、回転ドラム２２０の周壁２２１を取り囲む略円筒状の周壁２１１と、回転ド
ラム２２０の底壁２２２に沿う底壁２１２と、を含む。回転ドラム２２０は、水槽２１０
に対して、略同心に配設される。
【００４１】
　乾燥機１００は、回転ドラム２２０の底壁２２２から、水槽２１０の底壁２１２を貫き
、底壁２１２から突出する回転シャフト２３１と、水槽２１０の下方に配設された駆動モ
ータ２３０と、駆動モータ２３０の駆動力を回転シャフト２３１に伝達するための駆動ベ
ルト２３２と、を更に備える。駆動モータ２３０が作動すると、駆動ベルト２３２及び回
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転シャフト２３１を通じて、回転ドラム２２０に駆動力が伝達され、回転ドラム２２０は
、水槽２１０内で回転する。
【００４２】
　図４に示される如く、乾燥機１００は、主筐体１１０の底壁１１６と処理槽２００とを
接続するダンパ要素２４０と、主筐体１１０の天壁１１５と処理槽２００とを接続するサ
スペンション要素２４５と、を更に備える。主筐体１１０内で、処理槽２００を支持する
ダンパ要素２４０及びサスペンション要素２４５は、回転ドラム２２０の回転に伴う処理
槽２００の振動を減衰させる。したがって、主筐体１１０には、処理槽２００からの振動
はほとんど伝達されない。
【００４３】
　図４に示される如く、乾燥機１００は、制御装置２５０を更に備える。制御装置２５０
は、乾燥機１００の様々な動作を制御する。例えば、使用者が操作パネル１２０を操作し
、乾燥機１００の乾燥動作を指示すると、制御信号を出力し、駆動モータ２３０を作動さ
せる。
【００４４】
　図１に示される如く、乾燥機１００は、主筐体１１０内に水を供給するための給水口３
０１を更に備える。本実施形態において、給水口３０１は、天壁１１５の背面縁１１７と
天壁１１５の左縁１１８とで形成される角隅部に現れる。
【００４５】
　図４に示される如く、乾燥機１００は、天壁１１５の下方に配設された給水ユニット３
００を更に備える。給水ユニット３００は、給水口３０１に接続される制御弁３１０と、
制御弁３１０が固定される外面を含む筐体３２０と、を含む。筐体３２０内には、処理槽
２００へ水を供給するための流路（図示せず）が形成される。
【００４６】
　乾燥機１００は、乾燥空気と熱交換し、乾燥空気を除湿する熱交換器４００を更に備え
る。給水ユニット３００の筐体３２０内には、処理槽２００へ水を供給するための流路に
加えて、乾燥空気を除湿するために用いられる除湿水を供給するための流路が形成される
。制御弁３１０は、制御装置２５０の制御下で、給水口３０１から筐体３２０内への給水
或いは給水の停止を切り替える。また、制御弁３１０は、処理槽２００へ水を供給するた
めの流路及び除湿水を供給するための流路を開閉する。例えば、使用者が、操作パネル１
２０を操作し、洗濯工程の開始を指示すると、制御弁３１０は、制御装置２５０の制御下
で、筐体３２０内への水の流入を許容する。また、制御弁３１０は、処理槽２００へ水を
供給するための流路を開く。この結果、処理槽２００内に水が供給される。或いは、使用
者が、操作パネル１２０を操作し、乾燥工程の開始を指示すると、制御弁３１０は、制御
装置２５０の制御下で、筐体３２０内への水の流入を許容する。また、制御弁３１０は、
熱交換器４００へ除湿水を供給するための流路を開く。この結果、熱交換器４００内に除
湿水が供給され、乾燥空気が除湿される。
【００４７】
　筐体３２０は、右方に突出する排水筒３２１を含む。制御弁３１０が、熱交換器４００
へ除湿水を供給するための流路を開くと、排水筒３２１と熱交換器４００とを接続する接
続チューブ（図示せず）を通じて、除湿水が熱交換器４００へ流入する。
【００４８】
　給水ユニット３００は、筐体３２０内に配設された収容ケース３３０を更に備える。収
容ケース３３０内には、洗濯工程で用いられる洗剤やすすぎ工程で用いられる柔軟剤が収
容される。
【００４９】
　図１に示される如く、収容ケース３３０は、使用者が指を挿入できるように形成された
取手部３３１を含む。使用者は、取手部３３１を用いて、収容ケース３３０を筐体３２０
から引き出すことができる。この結果、収容ケース３３０の内部は、主筐体１１０外に露
出する。その後、使用者は、洗剤や柔軟剤を収容ケース３３０内に投入し、収容ケース３
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３０を筐体３２０内に押し込むことができる。
【００５０】
　図４に関連して説明された制御弁３１０が処理槽２００へ水を供給するための流路を開
くと、筐体３２０内へ流入した水は、収容ケース３３０内の洗剤或いは柔軟剤と混合され
る。この結果、洗濯工程において、収容ケース３３０内の洗剤と給水口３０１から供給さ
れた水とが混合された洗濯水が処理槽２００に供給される。また、すすぎ工程において、
収容ケース３３０内の柔軟剤と給水口３０１から供給された水とが混合された混合液が処
理槽２００に供給される。
【００５１】
　図５に示される如く、乾燥機１００は、給水ユニット３００と水槽２１０の底壁２１２
の上部とを接続する給水管３５０を更に備える。制御弁３１０が処理槽２００へ水を供給
するための流路を開くと、給水口３０１から供給された水は、給水管３５０を通じて、処
理槽２００内に供給される。本実施形態において、給水口３０１、給水ユニット３００及
び給水管３５０は、処理槽内の衣類を洗濯するための洗濯水を供給する給水システムとし
て例示される。
【００５２】
　乾燥機１００は、水槽２１０の周壁２１１の下部に接続された排水管３６０と、排水管
３６０を制御装置２５０の制御下で開閉する排水弁３６１と、を更に備える。
【００５３】
　図４に示される如く、主筐体１１０の底壁１１６の側面には、排水口３６２が形成され
る。排水管３６０は、排水口３６２に連通する。排水弁３６１が排水管３６０を開くと、
排水口３６２を介して、処理槽２００内の水は、主筐体１１０外へ排出される。
【００５４】
　図５に示される如く、熱交換器４００は、水槽２１０の底壁２１２の下部に接続される
。したがって、給水ユニット３００から熱交換器４００に供給された除湿水は、最終的に
、処理槽２００内に流入する。排水弁３６１が排水管３６０を開くと、乾燥空気の除湿に
用いられた除湿水も排水口３６２を介して、主筐体１１０外へ排出される。
【００５５】
　乾燥機１００は、排水管３６０に接続されたフィルタユニット５００を備える。排水管
３６０は、フィルタユニット５００を介して、排水口３６２に接続される。フィルタユニ
ット５００は、排水管３６０中を流れる水からリントや他の異物を除去するためのフィル
タ部材５１０を備える。したがって、排水口３６２からは、フィルタ部材５１０によって
リントといった異物が除去された水が排出される。
【００５６】
　フィルタユニット５００は、正面壁１１１に固定される。図４に関連して説明された如
く、ダンパ要素２４０及びサスペンション要素２４５は、処理槽２００からの振動を減衰
させるので、フィルタユニット５００は、正面壁１１１に安定的に保持される。
【００５７】
　図５に示される如く、フィルタ部材５１０は、正面壁１１１に向けて突出する取手部５
１１を含む。図１に示される如く、正面壁１１１は、制御装置２５０を覆う保護カバー２
５１と、保護カバー２５１に回動可能に取り付けられた扉部２５２と、を含む。フィルタ
ユニット５００は、保護カバー２５１に固定される。使用者が扉部２５２を開くと、取手
部５１１が露出する。使用者は、取手部５１１を摘み、フィルタ部材５１０を取り出すこ
とができる。
【００５８】
　乾燥機１００は、処理槽２００中の衣類を乾燥するための乾燥空気を循環させる循環シ
ステム６００を更に備える。循環システム６００は、上述の熱交換器４００に加えて、乾
燥空気を処理槽２００に流入させる送風機６１０と、送風機６１０から処理槽２００まで
の乾燥空気の流路を規定する管路６１５と、送風機６１０から処理槽２００に向かう乾燥
空気を加熱するヒータ６２０と、を備える。
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【００５９】
　図４及び図５に示される如く、管路６１５は、投入口２０１の近傍で、水槽２１０の周
壁２１１に接続される。送風機６１０が作動すると、管路６１５を通じて、処理槽２００
内に乾燥空気が流入する。ヒータ６２０は、送風機６１０から処理槽２００に向けて流れ
る乾燥空気を加熱するので、比較的高温の乾燥空気が、処理槽２００内の衣類に吹き付け
られる。この結果、衣類から水分が蒸発する。
【００６０】
　蒸発した水分を含む乾燥空気は、その後、水槽２１０の底壁２１２に接続された熱交換
器４００に流入する。上述の如く、熱交換器４００内には、給水ユニット３００から供給
された除湿水が流下するので、熱交換器４００に流入した乾燥空気は、除湿される。本実
施形態において、熱交換器４００は、除湿要素として例示される。
【００６１】
　循環システム６００は、送風機６１０と熱交換器４００との間に配設されたフィルタ装
置７００を更に備える。熱交換器４００は、フィルタ装置７００と連結されるベローズ管
４１４を含む。乾燥空気が吹き付けられた衣類からリントが分離する。分離したリントは
、その後、熱交換器４００及びベローズ管４１４を通じて、フィルタ装置７００に向かう
。フィルタ装置７００は、乾燥空気からリントを除去する。
【００６２】
　図５に示される如く、循環システム６００は、フィルタ装置７００から送風機６１０へ
流れる乾燥空気を案内するダクトユニット６６０を更に備える。送風機６１０は、ダクト
ユニット６６０内を負圧にするので、フィルタ装置７００によってリントが除去された乾
燥空気は、ダクトユニット６６０を通じて、送風機６１０に向かう。かくして、循環シス
テム６００は、主筐体１１０内で、乾燥空気の循環経路を形成する。
【００６３】
　（フィルタ装置と熱交換器との接続構造）
　図６は、乾燥機１００の内部構造を示す平面図である。図１及び図６を用いて、乾燥機
１００の主筐体１１０の分解方法が説明される。
【００６４】
　主筐体１１０の上面を形成する天壁１１５は、正面壁１１１、背面壁１１２、左側壁１
１３及び右側壁１１４といった周壁に、ネジといった固定具を用いて固定される。乾燥機
１００を修繕或いは点検する作業者は、固定具を取り外し、天壁１１５を主筐体１１０の
周壁から除去することができる。かくして、作業者は、乾燥機１００の内部を観察するこ
とができる。
【００６５】
　図７は、熱交換器４００の側面図である。図５及び図７を用いて、熱交換器４００から
フィルタ装置７００へ向かう乾燥空気の流れが説明される。
【００６６】
　熱交換器４００は、乾燥空気と熱交換を行う熱交換管４１０を備える。熱交換管４１０
は、乾燥空気が流動する流路を規定する内面４１１を含む。熱交換器４００は、熱交換管
４１０が規定する流路に乾燥空気を除湿するための除湿水を供給するための略円筒状の給
水口４２０を更に備える。給水口４２０は、最も下方の第１給水口４２１と、第１給水口
４２１の上方に形成された第２給水口４２２と、第２給水口４２２より上方に形成された
第３給水口４２３と、を含む。本実施形態において、熱交換管４１０は、案内管として例
示される。
【００６７】
　熱交換管４１０は、流入口４１２と、流入口４１２の上方に形成された排気口４１３と
、を含む。熱交換管４１０は、流入口４１２と排気口４１３との間で、天壁１１５に向け
て延出する。図５に示される如く、熱交換器４００の下端に形成された流入口４１２は、
水槽２１０の底壁２１２に接続される。乾燥工程において、処理槽２００へ送られた乾燥
空気は、流入口４１２を通じて、熱交換管４１０に流入する。尚、洗濯工程やすすぎ工程
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の間、処理槽２００内に供給された水（洗濯水や柔軟剤を含む水溶液）も、流入口４１２
を通じて、熱交換管４１０内に流入する。
【００６８】
　熱交換管４１０内に流入した乾燥空気は、熱交換管４１０の上端に形成された排気口４
１３から排出される。その後、乾燥空気は、フィルタ装置７００、送風機６１０及びヒー
タ６２０を通過し、処理槽２００に戻される。
【００６９】
　図８は、フィルタ装置７００、ダクトユニット６６０、送風機６１０、ヒータ６２０及
び管路６１５の概略的な配置図である。図１、図４乃至図８を用いて、熱交換器４００へ
の除湿水の供給が説明される。
【００７０】
　処理槽２００中での衣類の乾燥処理及び熱交換器４００中の熱交換によって、乾燥空気
の温度は、ヒータ６２０の直後の乾燥空気の温度よりも低くなる。したがって、フィルタ
装置７００から送風機６１０までの経路において、結露が生じやすい。
【００７１】
　ダクトユニット６６０は、フィルタ装置７００に向けて下方に傾斜する底壁６６１と、
底壁６６１の下端と熱交換器４００の第３給水口４２３とに接続される接続管６６２と、
を備える。ダクトユニット６６０中で結露し、ダクトユニット６６０の内面に付着した結
露水は、重力作用によって、底壁６６１に沿って流下する。その後、結露水は、接続管６
６２及び第３給水口４２３を通じて、除湿水として熱交換器４００に供給される。
【００７２】
　フィルタ装置７００中で結露した結露水は、重力作用及び乾燥空気によってダクトユニ
ット６６０に滴下する。その後、結露水は、ダクトユニット６６０の底壁６６１に沿って
流下し、最終的に、接続管６６２及び第３給水口４２３を通じて、除湿水として熱交換器
４００に供給される。
【００７３】
　送風機６１０は、乾燥空気の流路内に配設されたファン６１１と、ファン６１１を回転
させる駆動モータ６１２とを備える。ファン６１１に付着した結露水は、重力作用及びフ
ァン６１１の回転によって、ダクトユニット６６０に滴下する。その後、結露水は、ダク
トユニット６６０の底壁６６１に沿って流下し、最終的に、接続管６６２及び第３給水口
４２３を通じて、除湿水として熱交換器４００に供給される。
【００７４】
　ダクトユニット６６０は、底壁６６１の下端部に配設された逆止弁６６３を更に備える
。逆止弁６６３は、乾燥空気が、熱交換器４００からダクトユニット６６０に直接的に流
入することを抑制する。
【００７５】
　図４に関連して説明された如く、給水ユニット３００の筐体３２０から突出する排水筒
３２１からは、給水口３０１から供給された水が、除湿水として排出される。排水筒３２
１に接続された接続チューブは、熱交換器４００の第１給水口４２１及び第２給水口４２
２にそれぞれ接続される。
【００７６】
　熱交換器４００内に供給された除湿水は、熱交換管４１０の内面４１１に案内され、乾
燥空気と熱交換する。この結果、乾燥空気は除湿される。熱交換管４１０の内面４１１に
沿って流下した除湿水は、最終的に、熱交換器４００の下端の流入口４１２を介して、熱
交換器４００から排出される。
【００７７】
　図６に示される如く、熱交換器４００は、第１外殻体４３０と、第１外殻体４３０と主
筐体１１０の背面壁１１２との間に配設される第２外殻体４４０と、を備える。第２外殻
体４４０は、背面壁１１２に沿って配設される。図７に示される如く、第２外殻体４４０
は、第１外殻体４３０に重ね合わされ、熱交換管４１０を形成する。流入口４１２及び排
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気口４１３は、第１外殻体４３０に形成される。給水口４２０は、第２外殻体４４０に形
成される。本実施形態において、第１外殻体４３０は、第１管要素として例示される。ま
た、第２外殻体４４０は、第２管要素として例示される。
【００７８】
　第１外殻体４３０及び第２外殻体４４０は、略Ｃ状に湾曲した流路を形成する。熱交換
器４００の下端に形成された流入口４１２から流入した乾燥空気は、湾曲した流路を通過
し、熱交換器４００の上端に形成された排気口４１３から排出される。
【００７９】
　図７には、水平線ＨＬと、略円筒状に形成された排気口４１３の中心線Ｌ１が示されて
いる。熱交換器４００は、好ましくは、排気口４１３の中心線Ｌ１が水平線に対して略直
交するように主筐体１１０内に配設される。したがって、排気口４１３の中心線Ｌ１に略
平行な第２外殻体４４０の上側部分は、主筐体１１０の背面壁１１２に沿う。
【００８０】
　図９は、熱交換器４００とフィルタ装置７００との間の接続構造を示す背面図である。
図１、図６、図７及び図９を用いて、熱交換器４００とフィルタ装置７００との間の接続
構造が説明される。
【００８１】
　図９に示されるように、排気口４１３とフィルタ装置７００とを接続するベローズ管４
１４の下端は、固定バンド４１６を用いて、排気口４１３に固定される。同様に、ベロー
ズ管４１４の上端も、固定バンド４１７を用いて、フィルタ装置７００に固定される。
【００８２】
　図６及び図９に示される如く、フィルタ装置７００は、排気口４１３の中心線Ｌ１に対
して水平方向（右側壁１１４から離間する方向）にずらされて配置される。図６に関連し
て説明された如く、作業者は、天壁１１５を取り外すことができる。その後、作業者は、
ベローズ管４１４の固定に用いられた固定バンド４１６，４１７を取り外し、ベローズ管
４１４を除去することができる。
【００８３】
　図９に示される如く、乾燥機１００は、洗濯水の物性を測定するための導電センサ４５
０と、アース電極４６０と、を更に備える。導電センサ４５０及びアース電極４６０は、
熱交換管４１０の内部に突出する。上述の如く、熱交換管４１０内には、リントを含む乾
燥空気やリントを含む洗濯水が流入する。乾燥空気又は洗濯水中のリントは、熱交換管４
１０の内部に突出した導電センサ４５０及びアース電極４６０に堆積しやすい。
【００８４】
　排気口４１３は、上方に開口する（即ち、天壁１１５に向けて開口する）。フィルタ装
置７００は、排気口４１３の開口する方向に対して略直交する方向（即ち、背面壁１１２
に沿う方向）にずらされているので、作業者の視線は、排気口４１３を通じて、熱交換管
４１０の内面４１１に到達する。したがって、ベローズ管４１４を除去した作業者は、排
気口４１３を介して、熱交換管４１０の内部を観察することができ、導電センサ４５０及
び／又はアース電極４６０にリントが堆積しているか否かを容易に確認することができる
。
【００８５】
　（フィルタ装置）
　図１０は、ベローズ管４１４に接続されたフィルタ装置７００の断面図である。図１、
図８及び図１０を用いて、フィルタ装置７００が説明される。
【００８６】
　フィルタ装置７００は、下側ユニット７１０と、下側ユニット７１０の上方に配設され
る上側ユニット７２０と、を備える。下側ユニット７１０は、主筐体１１０の内部で固定
されるのに対し、上側ユニット７２０は、主筐体１１０から容易に取り外される。図８に
関連して説明されたダクトユニット６６０は、下側ユニット７１０に取り付けられる。
【００８７】
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　図１１は、下側ユニット７１０の断面図である。図１０及び図１１を用いて、下側ユニ
ット７１０が説明される。
【００８８】
　下側ユニット７１０は、上側ユニット７２０を収容するための筐体７３０を備える。筐
体７３０は、ベローズ管４１４に向けて突出する略円筒状の流入口７３１が形成された右
側壁７３２と、右側壁７３２に対向する左側壁７３３と、を含む。乾燥空気は、ベローズ
管４１４及び流入口７３１を通じて、フィルタ装置７００内に流入する。
【００８９】
　下側ユニット７１０は、右側壁７３２と左側壁７３３とに接続された下側フィルタ部７
３５を更に備える。下側フィルタ部７３５は、筐体７３０が形成する内部空間を、流入口
７３１に連通する上側空間ＵＳと上側空間ＵＳに隣接する下側空間ＬＳとに分割する。流
入口７３１から流入した乾燥空気は、上側空間ＵＳに流入した後、上側空間ＵＳの下方に
形成された下側空間ＬＳに至る。
【００９０】
　図１０に示される如く、上側空間ＵＳ内に上側ユニット７２０が収容される。上側ユニ
ット７２０は、上側フィルタ部７２５を備える。上側フィルタ部７２５は、下側フィルタ
部７３５に隣接する。また、上側フィルタ部７２５は、下側フィルタ部７３５に対して略
平行である。
【００９１】
　流入口７３１から流入した乾燥空気は、上側空間ＵＳ内に配設された上側ユニット７２
０内に流入する。上側ユニット７２０内に流入した乾燥空気は、左側壁７３３に向かう第
１方向ＦＤ（即ち、背面壁１１２に沿う方向）に流れる。
【００９２】
　下側フィルタ部７３５と左側壁７３３との接続部分は、下側フィルタ部７３５と右側壁
７３２との接続部分よりも上方に形成される。したがって、下側フィルタ部７３５及び下
側フィルタ部７３５に平行な上側フィルタ部７２５は、第１方向ＦＤの乾燥空気の流れに
対して傾斜する（図１０において、０°＜θ＜９０°（θは、第１方向ＦＤに対する上側
フィルタ部７２５の傾斜角度））。
【００９３】
　下側フィルタ部７３５及び上側フィルタ部７２５は、上側空間ＵＳから下側空間ＬＳに
向けて流れる乾燥空気からリントを除去する。上述の如く、下側フィルタ部７３５及び上
側フィルタ部７２５は、第１方向ＦＤの乾燥空気の流れに対して傾斜するので、リントを
除去するための比較的広い面積が確保される。
【００９４】
　図１２は、上側ユニット７２０が除去された乾燥機１００の平面図である。図３、図１
０乃至図１２を用いて、下側フィルタ部７３５の清掃方法が説明される。
【００９５】
　図１２に示される如く、主筐体１１０の天壁１１５には、上方に開口した取出口７０１
が形成される。上側ユニット７２０は、取出口７０１を通じて、上側空間ＵＳに挿入され
、主筐体１１０に取り付けられる。上側ユニット７２０が取出口７０１を通じて主筐体１
１０から取り出されると、下側フィルタ部７３５が露出する。
【００９６】
　上述の如く、下側フィルタ部７３５は、フィルタ装置７００の右側壁７３２と左側壁７
３３とに接続されるので、使用者は、取出口７０１を通じて、下側フィルタ部７３５を容
易に観察することができる。したがって、使用者は、下側フィルタ部７３５上で堆積した
リントを容易に発見並びに除去することができる。
【００９７】
　図５、図６、図１０及び図１１を用いて、フィルタ装置７００内の乾燥空気の流動が説
明される。
【００９８】
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　図１０に示される如く、流入口７３１から上側空間ＵＳに流入した乾燥空気は、第１方
向ＦＤ（右側壁７３２から左側壁７３３へ向かう方向）に流れる。その後、乾燥空気は、
下方向ＤＤに流れる。
【００９９】
　図５に示される如く、ダクトユニット６６０は、フィルタ装置７００から正面方向に延
びる。したがって、下側空間ＬＳに流入した乾燥空気は、正面方向（即ち、左側壁７３３
に沿う方向）に向けて流れ、送風機６１０に到達する。以下の説明において、フィルタ装
置７００から送風機６１０へ向かう乾燥空気の流れ方向は、第２方向ＳＤと称される。
【０１００】
　図６は、第１方向ＦＤ及び第２方向ＳＤの乾燥空気の流れを概略的に示す。上述の如く
、乾燥空気は、第１方向ＦＤに流れ、その後、下方向ＤＤに流れる。更にその後、乾燥空
気は、下側ユニット７１０の筐体７３０及びダクトユニット６６０によって、第１方向Ｆ
Ｄと略直交する第２方向ＳＤに案内される。このような乾燥空気の流れの捻れは、上側フ
ィルタ部７２５及び下側フィルタ部７３５の周囲で生ずる。この結果、上側フィルタ部７
２５及び下側フィルタ部７３５の周囲での乾燥空気の流れは、複雑になり、上側フィルタ
部７２５及び下側フィルタ部７３５上でのリントの堆積位置は、変動しやすくなる。上側
フィルタ部７２５及び下側フィルタ部７３５上でリントは好適に分散されるので、上側フ
ィルタ部７２５及び下側フィルタ部７３５の目詰まりの頻度は低減される。
【０１０１】
　図１０及び図１１に示される如く、下側空間ＬＳは、下側ユニット７１０の筐体７３０
の右側壁７３２から左側壁７３３に向けて徐々に広くなる。上述の如く、捻れた流動をす
る乾燥空気の流れにおいて、遠心方向に位置する左側壁７３３の近傍での下側空間ＬＳの
拡張は、乾燥空気の圧力損失の低減に貢献する。
【０１０２】
　（上側ユニット）
　図１３は、上側ユニット７２０の斜視図である。図１４は、上側ユニット７２０の断面
図である。図３、図１０、図１２乃至図１４を用いて、上側ユニット７２０が説明される
。
【０１０３】
　上側ユニット７２０は、上述の上側フィルタ部７２５に加えて、主筐体１１０から取り
外し可能に形成された筐体７４０と、筐体７４０に取り付けられる略矩形状の蓋体７５０
と、を備える。筐体７４０は、上側フィルタ部７２５を支持する第１筐体７６０と、第１
筐体７６０を回転可能に支持する第２筐体７７０と、を含む。蓋体７５０は、第２筐体７
７０に取り付けられる。
【０１０４】
　図１２に関連して説明された如く、主筐体１１０の天壁１１５には取出口７０１が形成
される。図３に示される如く、蓋体７５０は、取出口７０１を覆う。
【０１０５】
　図１３に示される如く、略三角箱状に形成された第１筐体７６０は、傾斜面７６１を含
む。傾斜面７６１は、格子状に形成される。上側フィルタ部７２５として用いられるフィ
ルタメッシュは、格子状の傾斜面７６１に取り付けられる。図１０に関連して説明された
如く、傾斜面７６１は、下側フィルタ部７３５に対して略平行である。
【０１０６】
　図１５は、上側ユニット７２０の正面図である。図１３及び図１５を用いて、上側ユニ
ット７２０が更に説明される。
【０１０７】
　第１筐体７６０は、回転突起７６２を備える。回転突起７６２は、第１筐体７６０の右
上端に形成される。第２筐体７７０は、回転突起７６２に対して略相補的な支持筒７７１
を備える。第１筐体７６０の右上端に形成された回転突起７６２は、支持筒７７１に挿通
される。この結果、第１筐体７６０は、第２筐体７７０に回転可能に支持並びに連結され
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る。本実施形態において、第１筐体７６０に回転突起７６２が形成され、第２筐体７７０
に支持筒７７１が形成される。代替的に、第１筐体に支持筒が形成され、第２筐体に回転
シャフトが形成されてもよい。
【０１０８】
　図１６は、第１筐体７６０の右側面図である。図１０、図１３及び図１６を用いて、第
１筐体７６０が説明される。
【０１０９】
　図１０に示される如く、第１筐体７６０は、上側空間ＵＳ内に完全に収容される。図１
６に示される如く、第１筐体７６０は、開口部７６３が形成された右側壁７６４を含む。
流入口７３１を通過した乾燥空気は、開口部７６３を通じて、第１筐体７６０内に流入す
る。格子状の傾斜面７６１に取り付けられた上側フィルタ部７２５は、乾燥空気中のリン
トを捕捉する。
【０１１０】
　図１３に示される如く、第１筐体７６０の左端が、第２筐体７７０に接続される第１位
置に第１筐体７６０に存するとき、第１筐体７６０及び第２筐体７７０は、協働して、上
側フィルタ部７２５に捕捉されたリントを収容するための収容空間を形成する。
【０１１１】
　図１７は、右方に回動された第１筐体７６０を有する上側ユニット７２０の概略的な断
面図である。図１３、図１６及び図１７を用いて、上側ユニット７２０からのリントの除
去方法が説明される。
【０１１２】
　第１筐体７６０の左端が第２筐体７７０から離間する離間方向（図１７中、右方向）に
第１筐体７６０が回動すると、上側フィルタ部７２５に捕捉されたリントが除去可能とな
る。
【０１１３】
　図１８は、更に離間方向に回動された第１筐体７６０を有する上側ユニット７２０が概
略的な正面図である。図１５乃至図１８を用いて、第１筐体７６０の回動が説明される。
【０１１４】
　第１筐体７６０は、回転突起７６２周りに更に離間方向に回動可能である。図１５に示
される如く、右方に大きく突出する蓋体７５０は、右縁７５１を含む。図１８に示される
如く、右縁７５１は、離間方向に回動する第１筐体７６０の右側壁７６４に接触し、第１
筐体７６０の回動を制限する。以下の説明において、蓋体７５０によって回動を制限され
る第１筐体７６０の位置は、第２位置と称される。
【０１１５】
　図１８には、蓋体７５０が第２筐体７７０から除去されたときに、第２筐体７７０から
、最大限、離間方向に回動された第１筐体７６０が点線で示されている。図１８に示され
る如く、蓋体７５０が第２筐体７７０から除去されると、第１筐体７６０は、第２位置か
ら更に離間方向に回動可能である。第２筐体７７０は、蓋体７５０との接続に用いられる
接続部７７２を含む。接続部７７２は、外方に突出する。蓋体７５０が第２筐体７７０か
ら除去された後、第１筐体７６０が、最大限、離間方向に回動すると、第１筐体７６０の
右側壁７６４は、第２筐体７７０の接続部７７２に接触する。
【０１１６】
　（第１筐体と第２筐体との接続構造）
　図１９は、第１筐体７６０の回転突起７６２を示す。図１９（ａ）は、第１筐体７６０
の右側面図である。図１９（ｂ）は、正面方向に突出する回転突起７６２の部分正面図で
あり、回転突起７６２の端面形状を表す。図１９（ｃ）は、背面方向に突出する回転突起
７６２の端面形状を表す部分背面図である。図１９を用いて、回転突起７６２が説明され
る。
【０１１７】
　回転突起７６２は、正面方向に突出する第１回転突起７６５と、第１回転突起７６５と
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は反対側に形成された第２回転突起７６６と、を含む。第１回転突起７６５とは反対方向
に突出する第２回転突起７６６は、第１回転突起７６５と略同軸に形成される。略円柱形
状の第２回転突起７６６は、略円形の断面を有する。一方、Ｄカット処理された第１回転
突起７６５は、非円形断面を有する。
【０１１８】
　Ｄカット処理された第１回転突起７６５の周面は、平坦面７６７を含む。平坦面７６７
は、第１平坦面７６８と、第１平坦面７６８と反対側に形成された第２平坦面７６９と、
を含む。第２平坦面７６９は、第１平坦面７６８に対して略平行である。第１回転突起７
６５の周面は、第１平坦面７６８と第２平坦面７６９との間の弧状面７８１を更に含む。
【０１１９】
　図２０は、第２筐体７７０の支持筒７７１を示す。図２０（ａ）は、第２筐体７７０の
右側面図である。図２０（ｂ）は、図２０（ａ）に示される矢印Ａの方向から見た第２筐
体７７０の部分断面図であり、第１回転突起７６５が挿入される支持筒７７１を示す。図
２０（ｃ）は、図２０（ａ）に示される矢印Ｂの方向から見た第２筐体７７０の部分断面
図であり、第２回転突起７６６が挿入される支持筒７７１を示す。図１９及び図２０を用
いて、支持筒７７１が説明される。
【０１２０】
　支持筒７７１は、第１回転突起７６５を支持する第１支持筒７７３と、第２回転突起７
６６を支持する第２支持筒７７４と、を含む。支持筒７７１は、回転突起７６２と接触す
る内面７７５を含む。第１筐体７６０が回動するとき、第１回転突起７６５の弧状面７８
１は、第１支持筒７７３の内面７７５に摺接される。一方で、第１回転突起７６５の平坦
面７６７は、第１支持筒７７３の内面７７５から離間している。第２回転突起７６６の周
面は、第２支持筒７７４の内面７７５に全体的に接触する。
【０１２１】
　第２支持筒７７４は、第１支持筒７７３に対向する対向面７７６を含む。第１支持筒７
７３は、対向面７７６から第１距離Ｄ１だけ離間した第１部分７７７と、対向面７７６か
ら第２距離Ｄ２だけ離間した第２部分７７８と、を含む。尚、第２距離Ｄ２は、第１距離
Ｄ１よりも長い。
【０１２２】
　第１部分７７７は、第１部分７７７と第２部分７７８との境界において形成された空隙
部Ｇを規定する縁部７７９を含む。空隙部Ｇは、回転突起７６２の回転軸ＲＸに対して半
径方向に開口する。
【０１２３】
　図２１は、第２筐体７７０に取り付けられる第１筐体７６０を示す。図２２は、図２１
に示される第２筐体７７０の第１支持筒７７３と、図２１に示される第１筐体７６０の第
１回転突起７６５と、を示す。図１８、図２０乃至図２２を用いて、第１筐体７６０と第
２筐体７７０との接続が説明される。
【０１２４】
　図２１に示される第１筐体７６０の回転位置は、図１８において点線で示される第１筐
体７６０の位置に対応する。図２１に示される第１筐体７６０の回転位置において、第１
筐体７６０は、第２筐体７７０に接続される。第１筐体７６０が第２筐体７７０に接続さ
れた後、蓋体７５０が第２筐体７７０に取り付けられる。以下の説明において、図２１に
示される第１筐体７６０の回転位置は、取付位置と称される。
【０１２５】
　図１８に関連して説明された如く、蓋体７５０は、第１筐体７６０の取付位置への回動
を妨げる。したがって、蓋体７５０が第２筐体７７０から除去されない限り、第１筐体７
６０と第２筐体７７０との接続は維持される。
【０１２６】
　図２２に示される如く、空隙部Ｇを規定する縁部７７９は、空隙部Ｇの上側境界を定め
る上側縁部７８２と空隙部Ｇの下側境界を定める下側縁部７８３とを含む。上側縁部７８
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２と下側縁部７８３との間の距離は、第１回転突起７６５の第１平坦面７６８と第２平坦
面７６９との距離に略等しく定められる。第１筐体７６０が取付位置に到達すると、上側
縁部７８２と下側縁部７８３とを通過する面として規定される境界面Ｂに対して、平坦面
７６７は略直交する。
【０１２７】
　第１平坦面７６８と第２平坦面７６９との距離は、第１回転突起７６５の断面寸法の中
で最も短い。したがって、第１筐体７６０が取付位置以外の他の位置に存するとき、縁部
７７９は、第１支持筒７７３への第１回転突起７６５の挿入或いは第１支持筒７７３から
の第１回転突起７６５の取り外しを妨げる。一方、第１筐体７６０が取付位置に到達する
と、第１回転突起７６５は空隙部Ｇを通じて、第１支持筒７７３に挿入され、或いは、第
１回転突起７６５は空隙部Ｇを通過し、第１支持筒７７３から分離される。
【０１２８】
　本実施形態において、第２回転突起７６６は、第１回転突起７６５と異なる断面形状を
有する。代替的に、第２回転突起は、第１回転突起と同形の断面を有してもよい。また、
第２支持筒７７４は、第１支持筒７７３と異なる形状を有する。代替的に、第２支持筒は
、第１支持筒に対して鏡像形状をなしてもよい。
【０１２９】
　（フィルタ装置からの放熱）
　図２３は、第２筐体７７０の概略的な断面図である。図２３を用いて、第２筐体７７０
が説明される。
【０１３０】
　第２筐体７７０は、水平に横たわる底壁７９１と、底壁７９１から上方に立設された周
壁７９２と、底壁７９１の上面に形成されたリブ７９３と、を含む。第２筐体７７０は全
体的に皿形状に形成され、底壁７９１及び周壁７９２は、蓋体７５０に対して窪んだ凹領
域を形成する。底壁７９１の上面に形成されたリブ７９３は、周壁７９２の上面に沿って
延びる。
【０１３１】
　図２４は、上側ユニット７２０の斜視図である。図１、図１２、図２３及び図２４を用
いて、上側ユニット７２０が説明される。
【０１３２】
　図２４に示される如く、第１筐体７６０、第２筐体７７０及び蓋体７５０は、連結され
、上側ユニット７２０として一体化される。図１２に関連して説明された如く、蓋体７５
０は、主筐体１１０の天壁１１５に形成された取出口７０１を部分的に覆う。
【０１３３】
　第２筐体７７０に取り付けられた蓋体７５０は、第２筐体７７０の底壁７９１と周壁７
９２とによって規定された凹領域も部分的に閉塞する。蓋体７５０には、開口部７５４が
形成される。蓋体７５０は、主筐体１１０から露出する外面（上面）を有する主板７５２
と、第２筐体７７０の底壁７９１と周壁７９２とによって規定された凹領域内に突出する
取手壁７５３と、を含む。取手壁７５３は、開口部７５４の縁部から主筐体１１０に対し
て凹設された凹領域に突出する。
【０１３４】
　図２５は、上側ユニット７２０を示す。図２５（ａ）は、上側ユニット７２０の平面図
である。図２５（ｂ）は、図２５（ａ）に示されるＣ－Ｃ線に沿う断面図である。図５及
び図２５を用いて、上側ユニット７２０からの放熱が説明される。
【０１３５】
　図５に関連して説明された如く、乾燥空気は、ヒータ６２０によって加熱される。図２
５（ｂ）に示される如く、第２筐体７７０の底壁７９１及び周壁７９２は、第１筐体７６
０と蓋体７５０との間を仕切る。また、底壁７９１及び周壁７９２は、第１筐体７６０と
協働して、リントを収容するための収容空間を形成する。ヒータ６２０によって加熱され
た乾燥空気は、図２５（ｂ）の矢印で示されるように、収容空間に流入する。
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【０１３６】
　乾燥空気からの熱伝達によって、底壁７９１及び周壁７９２は加熱される。蓋体７５０
の開口部７５４及び蓋体７５０に対向する底壁７９１及び周壁７９２の上面に形成された
リブ７９３は、底壁７９１及び周壁７９２からの放熱を促す。したがって、底壁７９１及
び周壁７９２の過度の昇温が抑制される。
【０１３７】
　使用者は、蓋体７５０の開口部７５４に指を挿入し、上側ユニット７２０を主筐体１１
０から除去することができる。上述の如く、底壁７９１及び周壁７９２の過度の昇温が抑
制されるので、使用者の指が底壁７９１又は周壁７９２に接触しても、使用者は過度の熱
を感じない。したがって、高い安全性を有する乾燥機１００が提供される。
【０１３８】
　（熱交換器）
　図５及び図９を再度用いて、熱交換器４００が説明される。
【０１３９】
　図５に示される如く、熱交換器４００は、水槽２１０に連結される。したがって、例え
ば、洗濯工程において、洗濯水は、流入口４１２を通じて、熱交換管４１０内に流入する
。
【０１４０】
　図９に示される如く、熱交換器４００の第２外殻体４４０には、導電センサ４５０が取
り付けられる。導電センサ４５０は、熱交換管４１０内に流入した洗濯水の泡立ちの程度
を検出するために用いられる。導電センサ４５０を用いた泡立ちの程度の検出方法に対し
て、既知の手法が適用されてもよい。尚、導電センサ４５０を用いて、洗濯水の他の物性
が測定されてもよい。
【０１４１】
　本実施形態において、導電センサ４５０は、熱交換管４１０の略中間位置に取り付けら
れた第１電極４５１と、第１電極４５１より上方に取り付けられた第２電極４５２と、を
含む。導電センサ４５０は、例えば、第１電極４５１と第２電極４５２との間で洗濯水の
インピーダンスを測定する。第１電極４５１及び第２電極４５２は、洗濯水の物性を測定
するため、熱交換管４１０の内面４１１から突出する。したがって、第１電極４５１及び
第２電極４５２には、リントがひっかかりやすい。後述される除湿水を供給並びに案内す
る技術は、第１電極４５１及び第２電極４５２によって捕捉されたリントの除去を促す。
本実施形態において、第１電極４５１は、第１突出要素として例示される。また、第２電
極４５２は、第２突出要素として例示される。
【０１４２】
　図２６は、熱交換器４００の概略図である。図２６の中央図は、熱交換器４００の概略
的に示す側面図である。図２６の左図は、図２６中のＡ－Ａ方向から見た熱交換器４００
の内面構造（即ち、第１外殻体４３０の内面構造）の概略図である。図２６の右図は、図
２６中のＢ－Ｂ方向から見た熱交換器４００の内面構造（即ち、第２外殻体４４０の内面
構造）の概略図である。図２７は、第２外殻体４４０の概略的な斜視図である。図４、図
８、図２６及び図２７を用いて、熱交換器４００が更に説明される。
【０１４３】
　第１外殻体４３０は、第２外殻体４４０に、例えば、超音波を用いて接続される縁面４
３１を含む。同様に、第２外殻体４４０は、第１外殻体４３０の縁面４３１に接続される
縁面４４１を備える。縁面４３１及び縁面４４１が重ね合わせられ、その後、溶着される
結果、熱交換管４１０が形成される。
【０１４４】
　図４に関連して説明されたように、除湿水は、給水ユニット３００の排水筒３２１から
第１給水口４２１及び第２給水口４２２へ供給される。また、図８に関連して説明された
ように、結露水は、ダクトユニット６６０から延びる接続管６６２を通じて、第３給水口
４２３へ除湿水として供給される。
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【０１４５】
　第２外殻体４４０は、第１給水口４２１から流入した除湿水を一時的に貯留するように
第１給水口４２１を取り囲む貯留壁４４２を備える。第１外殻体４３０は、第２外殻体４
４０の貯留壁４４２に、例えば、超音波を用いて溶着される貯留壁４３２を備える。貯留
壁４４２及び貯留壁４３２が溶着される結果、第１給水口４２１から流入した除湿水が貯
留されるための貯留室が形成される。
【０１４６】
　図２７に示される如く、第２外殻体４４０の貯留壁４４２には切欠部４４３が形成され
る。貯留壁４４２，４３２によって形成された貯留室に蓄えられた除湿水は、切欠部４４
３を通じて、第２外殻体４４０の内面４１１に沿って流下する。第１外殻体４３０の貯留
壁４３２にも、同様の切欠部（図示せず）が形成される。貯留壁４４２，４３２によって
形成された貯留室に蓄えられた除湿水は、貯留壁４３２に形成された切欠部を通じて、第
１外殻体４３０の内面４１１に沿って流下する。
【０１４７】
　第２給水口４２２及び第３給水口４２３は、排気口４１３の基端部近くに取り付けられ
た第２電極４５２よりも上方から除湿水を熱交換管４１０内に流入させる。したがって、
熱交換管４１０の内面４１１の略全体を用いて、乾燥空気が除湿される。
【０１４８】
　第１外殻体４３０及び第２外殻体４４０は、熱交換管４１０によって規定される乾燥空
気の流路を部分的に仕切る仕切板４４４を更に備える。第１外殻体４３０及び第２外殻体
４４０の仕切板４４４は、例えば、超音波を用いて溶着される。溶着の結果、第２給水口
４２２及び第３給水口４２３から流入した除湿水が貯留されるための貯留室が形成される
。第２給水口４２２（及び、第３給水口４２３）と第２電極４５２との間で略水平に延び
る仕切板４４４は、第２電極４５２の上方で一時的に除湿水を貯留する。
【０１４９】
　図２７に示される如く、仕切板４４４には、開口部４４５が形成される。仕切板４４４
によって形成された貯留室に蓄えられた除湿水は、開口部４４５を通じて、第２外殻体４
４０の内面４１１に沿って流下する。第１外殻体４３０の仕切板４４４にも、同様の開口
部（図示せず）が形成される。仕切板４４４によって形成された貯留室に蓄えられた除湿
水は、仕切板４４４に形成された開口部４４５を通じて、第１外殻体４３０の内面４１１
に沿って流下する。
【０１５０】
　熱交換器４００は、内面４１１に沿って流下する除湿水を略水平に拡散させる拡散リブ
４７０を備える。拡散リブ４７０は、第１給水口４２１より下方で、内面４１１から突出
する。したがって、拡散リブ４７０は、第１給水口４２１、第２給水口４２２及び第３給
水口４２３から供給された除湿水を全体的に拡散させることができる。本実施形態におい
て、拡散リブ４７０は、除湿水を略水平に拡散させる。代替的に、拡散リブは、乾燥空気
の流動方向に交差する任意の方向に除湿水を拡散させてもよい。
【０１５１】
　熱交換管４１０は、第１給水口４２１及び第２給水口４２２が形成された第１側壁４２
５と、第１側壁４２５に対向する第２側壁４２６と、第１側壁４２５と第２側壁４２６と
の間の主壁４２７と、を含む。拡散リブ４７０は、第１側壁４２５から主壁４２７に沿っ
て第２側壁４２６に向けて延びる第１リブ４７１と、第２側壁４２６から主壁４２７に沿
って第１側壁４２５に向けて延びる第２リブ４７２と、を含む。第１リブ４７１及び第２
リブ４７２は、熱交換管４１０の長手方向に略交互に整列される。
【０１５２】
　貯留壁４４２，４３２は、第１側壁４２５とともに除湿水を蓄える貯留室を形成する。
第１リブ４７１は、貯留壁４４２，４３２並びに第１側壁４２５によって形成された貯留
室からの除湿水を受け止める基端部４７３と、基端部４７３とは反対側の先端部４７４と
、を含む。先端部４７４は、基端部４７３よりも下方に形成される。したがって、第１リ
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ブ４７１に到達した除湿水は、基端部４７３から先端部４７４に向けて流れる。かくして
、除湿水は、水平方向に拡散される。尚、貯留壁４４２，４３２並びに第１側壁４２５に
よって形成された貯留室の直下に形成された第１リブ４７１の基端部４７３は、比較的多
い量の除湿水を受け止める。したがって、第１リブ４７１の基端部４７３は、第１側壁４
２５の内面４１１に沿って略水平に延びる側リブ４７５を含むことが好ましい。
【０１５３】
　第２リブ４７２は、第２側壁４２６に隣接する基端部４７６と、基端部４７６とは反対
側の先端部４７７と、を含む。先端部４７７は、基端部４７６よりも下方に形成される。
したがって、第２リブ４７２に到達した除湿水は、基端部４７６から先端部４７７に向け
て流れる。かくして、除湿水は、水平方向に拡散される。
【０１５４】
　本実施形態において、第２リブ４７２は、最も上方の第１リブ４７１から流下した除湿
水を受け止める。また、最も下方の第１リブ４７１は、第２リブ４７２から流下した除湿
水を受け止める。
【０１５５】
　図２８Ａは、最も上方の第１リブ４７１の拡大図である。図２８Ｂは、第２外殻体４４
０の概略的な断面図である。図２６乃至図２８Ｂを用いて、拡散リブ４７０が説明される
。
【０１５６】
　図２７に示される如く、基端部４７３，４７６と先端部４７４，４７７との間において
、拡散リブ４７０には、溝部４７８が形成される。
【０１５７】
　図２６及び図２８Ａには、内面４１１を流下する除湿水の流れが概略的に示されている
。上述の如く、拡散リブ４７０に到達した除湿水は、先端部４７４，４７７に向けて流れ
る。溝部４７８は、先端部４７４，４７７に向けて流れる除湿水の一部の流下を許容する
。かくして、除湿水は、主壁４２７の内面４１１全体に亘って拡散される。
【０１５８】
　図２７及び図２８Ｂに示される如く、拡散リブ４７０は、テーパ状に形成されるので、
主壁４２７の内面４１１からの基端部４７３，４７６の突出量は、先端部４７４，４７７
の突出量よりも大きい。上述の如く、先端部４７４，４７７に向けて流れる除湿水の一部
は、溝部４７８を通じて流下するので、拡散リブ４７０が水平に案内する除湿水の量は、
先端部４７４，４７７に向けて徐々に低下する。したがって、テーパ状の拡散リブ４７０
であっても、除湿水に対する水平拡散機能を十分に発揮することができる。更に、先端部
４７４，４７７に向けての突出量の低減は、乾燥空気の流れに対して不必要に抵抗を与え
ない。したがって、乾燥空気の循環効率は低下しにくくなる。
【０１５９】
　図２６に示される如く、乾燥空気は、流入口４１２から流入し、上方の排気口４１３か
ら排気される。図２７に示される如く、拡散リブ４７０は、上方に向かうにつれて突出量
が徐々に大きくなるように傾斜した略平坦な傾斜面４７９を含む。したがって、拡散リブ
４７０は、乾燥空気に対して、不必要に大きな抵抗を与えない。したがって、乾燥空気の
循環効率は低下しにくくなる。
【０１６０】
　図２６に示される如く、熱交換管４１０は、流入口４１２から排気口４１３に向けて弧
状に湾曲した流路を形成する。第１外殻体４３０に形成された拡散リブ４７０は、湾曲し
た流路において、求心側に位置する。また、第２外殻体４４０に形成された拡散リブ４７
０は、遠心側に位置する。したがって、以下の説明において、第１外殻体４３０に形成さ
れた拡散リブ４７０は、必要に応じて、求心リブ４８１と称される。また、第２外殻体４
４０に形成された拡散リブ４７０は、必要に応じて、遠心リブ４８２と称される。
【０１６１】
　図２６には、水平線ＨＬ、水平線ＨＬに対する求心リブ４８１の傾斜角度θ１及び水平
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線ＨＬに対する遠心リブ４８２の傾斜角度θ２が示されている。図２６に示される如く、
遠心リブ４８２の傾斜角度θ２は、求心リブ４８１の傾斜角度θ１よりも小さい。したが
って、第２外殻体４４０の内面４１１を流下する除湿水の流速は、第１外殻体４３０の内
面４１１を流下する除湿水の流速よりも小さくなる。
【０１６２】
　遠心側の第２外殻体４４０の内面４１１に沿う乾燥空気の流速は、求心側の第１外殻体
４３０の内面４１１に沿う乾燥空気の流速よりも大きい。上述の如く、第２外殻体４４０
の内面４１１を流下する除湿水の流速は、比較的遅いので、速い流速の乾燥空気と適切に
熱交換することができる。加えて、第２外殻体４４０の内面４１１を流下する除湿水と第
２外殻体４４０の内面４１１に沿う乾燥空気との間の相対速度が低減されるので、除湿水
は、巻き上げられにくくなる。
【０１６３】
　図２９は、第２外殻体４４０の概略的な平面図である。図７、図２６、図２７及び図２
９を用いて、導電センサ４５０の洗浄が説明される。
【０１６４】
　図２７に示される如く、第２外殻体４４０の主壁４２７には、導電センサ４５０が挿入
される開口部４５３が形成される。図７及び図２７に示される如く、第２外殻体４４０は
、導電センサ４５０を第２外殻体４４０に固定するためのビスといった固定具４５４（図
７参照）と螺合するように内方に突出した固定筒４５５を備える。本実施形態において、
一対の固定筒４５５の間に開口部４５３が形成される。
【０１６５】
　図２９に示される如く、第２リブ４７２の先端部４７７は、第１電極４５１の直上（鉛
直線上）に形成される。したがって、第２リブ４７２に案内されて先端部４７７に到達し
た除湿水は、第１電極４５１上に流下する。かくして、第１電極４５１に付着したリント
は適切に除去される。代替的に、拡散リブの溝部が導電センサの直上に形成されてもよい
。溝部を通じて流下した除湿水は、直接的に導電センサに接触するので、リントは好適に
除去される。
【０１６６】
　第２リブ４７２の上方に、２本の第１リブ４７１が形成されている。最も上方の第１リ
ブ４７１に形成された溝部４７８は、２番目に上方の第１リブ４７１の先端部４７４の直
上に位置する。したがって、２番目に上方の第１リブ４７１を介して流下する除湿水の流
速が増すので、当該除湿水も第１電極４５１に衝突しやすくなる。
【０１６７】
　図３０は、熱交換器４００の概略的な縦断面図である。図３０を用いて、仕切板４４４
から流下する除湿水の流れが説明される。
【０１６８】
　上述の如く、仕切板４４４は、第２給水口４２２（及び第３給水口４２３）に供給され
た除湿水を一時的に貯留するための貯留室を形成する。仕切板４４４によって形成された
貯留室は、乾燥空気の流れを横切る方向に拡がるので、除湿水は、熱交換器４００の内面
４１１の広い範囲に供給される。
【０１６９】
　図３１は、熱交換器４００の上部の概略的な拡大縦断面図である。図３２は、熱交換器
４００の上部の概略的な横断面図である。図４、図５、図２９乃至図３２を用いて、仕切
板４４４が説明される。
【０１７０】
　上述の如く、熱交換器４００は、上述の如く、第１外殻体４３０と第１外殻体４３０に
重ね合わせられる第２外殻体４４０とを含む。仕切板４４４は、第１外殻体４３０に一体
的に形成された第１仕切板４４６と、第２外殻体４４０に一体的に形成された第２仕切板
４４７と、を含む。
【０１７１】
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　図３２に示される如く、第１仕切板４４６は、第２仕切板４４７に対向する第１縁部４
４８を含む。第２仕切板４４７は、第１縁部４４８に接続される第２縁部４４９を含む。
本実施形態において、第１縁部４４８及び第２縁部４４９は、超音波を用いて接着される
。かくして、仕切板４４４は、第１外殻体４３０と第２外殻体４４０とに跨る貯留室を形
成する。
【０１７２】
　図３０及び図３１に示される如く、仕切板４４４には、複数の開口部４４５が形成され
る。除湿水は、開口部４４５を通じて、仕切板４４４が形成する貯留室から排出される。
【０１７３】
　図３２は、仕切板４４４に形成された開口部４４５の配置を概略的に示す。図３２は、
排気口４１３の断面も示している。排気口４１３の一部は、仕切板４４４として用いられ
る。排気口４１３の管壁には、一対の開口部４４５が形成されている。図３０に示される
如く、これらの開口部４４５から流出した除湿水は、主に、第１外殻体４３０の主壁４２
７の内面４１１に向けて流れる。
【０１７４】
　図３２に示される如く、第２仕切板４４７には、第２外殻体４４０の主壁４２７の内面
４１１に沿って整列する４つの開口部４４５が形成される。図３０に示される如く、これ
らの開口部４４５から流出した除湿水は、主に、第２外殻体４４０の主壁４２７の内面４
１１に沿って流れる。
【０１７５】
　図３２に示される如く、第１仕切板４４６の第１縁部４４８の両端には切欠部が形成さ
れる。第１縁部４４８及び第２縁部４４９が接続されると、熱交換器４００の第１側壁４
２５及び第２側壁４２６にそれぞれ隣接する開口部４４５が形成される。第１縁部４４８
と第２縁部４４９との境界に形成されたこれらの開口部４４５は、熱交換器４００の側壁
（第１側壁４２５及び第２側壁４２６）に沿う除湿水の流下を許容する。
【０１７６】
　図２９に示される如く、第２電極４５２は、最も上方の第１リブ４７１と仕切板４４４
との間で第２外殻体４４０の主壁４２７の内面４１１から突出する。第２外殻体４４０の
主壁４２７の内面４１１に沿って整列する開口部４４５のうち１つは、第２電極４５２の
鉛直線ＶＬ上に形成される。したがって、直上の開口部４４５から流下した除湿水は、第
２電極４５２を直接的に洗浄し、リントを好適に除去する。
【０１７７】
　上述の如く、制御装置２５０は、給水ユニット３００を制御し、熱交換管４１０を乾燥
空気が流動している間、第１給水口４２１及び第２給水口４２２を通じて、熱交換器４０
０に除湿水を供給する。必要に応じて、給水ユニット３００は、制御装置２５０の制御下
で、処理槽２００へ洗濯水を供給する洗濯工程においても、熱交換器４００に除湿水を供
給してもよい。
【０１７８】
　導電センサ４５０は、制御装置２５０に洗濯水の物性に関するデータを出力するので、
制御装置２５０は、洗濯水の物性データに基づいて、給水ユニット３００を制御してもよ
い。例えば、洗濯水の物性データが、第１電極４５１及び／又は第２電極４５２に対する
リントの付着を表しているならば、制御装置２５０は、排水弁３６１を開き、熱交換器４
００中の液位を下げた後、除湿水を熱交換器４００に供給してもよい。
【０１７９】
　（接地構造）
　図５及び図２９を用いて、乾燥機１００の接地構造が説明される。
【０１８０】
　乾燥機１００は、電力を用いて作動する。したがって、乾燥機１００は、安全性の観点
から、アース線１０１を備える。本実施形態において、アース線１０１は、駆動モータ２
３０から延び、適切に接地処理されている。
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【０１８１】
　図２９に示される如く、アース電極４６０は、給水口４２０の下方に配設され、熱交換
管４１０が形成する流路内に突出する。アース電極４６０は、熱交換管４１０が形成する
流路の下端近傍に配設されるので、給水口４２０から流下した除湿水及び流入口４１２か
ら流入した洗濯水の両方に接触する。アース電極４６０は、アース線１０１に電気的に接
続される。
【０１８２】
　電力を用いて作動する導電センサ４５０が、熱交換管４１０が形成する流路内に突出し
、洗濯水又は除湿水に接触した後、アース電極４６０は、熱交換管４１０内の水に直接的
に接触するので、熱交換管４１０内の水に対して直接的な接地処理を行うことができる。
したがって、乾燥機１００の安全性が向上する。
【０１８３】
　図３３は、第２外殻体４４０の下部の概略的な拡大図である。図５、図２９及び図３３
を用いて、接地構造が更に説明される。
【０１８４】
　第２外殻体４４０の内面４１１には、アース電極４６０を取り囲む貯水領域４６１が形
成される。貯水領域４６１は、第２外殻体４４０の内面４１１に対して凹設される。した
がって、給水口４２０から流下する除湿水及び流入口４１２から流入した洗濯水は、貯水
領域４６１に貯留される。アース電極４６０は、貯水領域４６１内で突出するので、除湿
水及び洗濯水と適切に接触する。
【０１８５】
　第２外殻体４４０は、給水口４２０から流下する除湿水を貯水領域４６１へ案内するよ
うに、第２外殻体４４０の内面４１１から突出する案内リブ４６２を備える。案内リブ４
６２は、最も下方の第１リブ４７１から流下した除湿水を直接的に受け止める第１案内リ
ブ４６３と、第１案内リブ４６３を乗り越えて流下する第２案内リブ４６４と、を含む。
かくして、除湿水は、アース電極４６０に適切に接触する。
【０１８６】
　図３４は、水槽２１０と熱交換器４００との間の接続構造の概略的な拡大断面図である
。図５、図７、図２６、図２９及び図３４を用いて、接地構造が更に説明される。
【０１８７】
　図７に関連して説明された如く、第２外殻体４４０の上部の背面は、主筐体１１０の背
面壁１１２に沿う。図７及び図３４に示される如く、熱交換器４００の下部は、正面方向
に湾曲する。この結果、流入口４１２は、水槽２１０に接続する。
【０１８８】
　貯水領域４６１が形成された第２外殻体４４０の内面４１１は、若干下方に湾曲する。
更に、貯水領域４６１は、内面４１１に対して凹設される。したがって、除湿水及び洗濯
水は、貯水領域４６１に貯留されやすくなる。図３４には、貯水領域４６１に貯留された
水が示されている。
【０１８９】
　図３４に示されるように、アース電極４６０は、貯水領域４６１内で突出する。したが
って、アース電極４６０は、貯水領域４６１中に貯留された水に適切に接触する。
【０１９０】
　図３４に示されるように、貯水領域４６１は、流入口４１２に対向する。したがって、
排水口３６２を通じて、除湿水又は洗濯水が排水されるとき、熱交換器４００内の導電セ
ンサ４５０に接触した水は、アース電極４６０に接触した後、流入口４１２を介して熱交
換器４００から排出される。したがって、適切に接地処理された水が乾燥機１００から排
出されることとなる。かくして、乾燥機１００の安全性が向上する。
【産業上の利用可能性】
【０１９１】
　本発明は、衣類を乾燥させるための装置に好適に利用される。
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【符号の説明】
【０１９２】
１００・・・・・・乾燥機
２００・・・・・・処理槽
３００・・・・・・給水ユニット
３０１・・・・・・給水口
３５０・・・・・・給水管
４００・・・・・・熱交換器
４１０・・・・・・熱交換管
４１１・・・・・・内面
４１２・・・・・・流入口
４１３・・・・・・排気口
４２１・・・・・・第１給水口
４２２・・・・・・第２給水口
４２５・・・・・・第１側壁
４２６・・・・・・第２側壁
４２７・・・・・・主壁
４３０・・・・・・第１外殻体
４３２・・・・・・貯留壁
４４０・・・・・・第２外殻体
４４２・・・・・・貯留壁
４４４・・・・・・仕切板
４４５・・・・・・開口部
４５０・・・・・・導電センサ
４５１・・・・・・第１電極
４５２・・・・・・第２電極
４７０・・・・・・拡散リブ
４７１・・・・・・第１リブ
４７２・・・・・・第２リブ
４７３・・・・・・基端部
４７４・・・・・・先端部
４７５・・・・・・側リブ
４７６・・・・・・基端部
４７７・・・・・・先端部
４７８・・・・・・溝部
４７９・・・・・・傾斜面
４８１・・・・・・求心リブ
４８２・・・・・・遠心リブ
６００・・・・・・循環システム
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